
 
 

どこかに美しい村はないか 
一日の仕事の終わりには一杯の黒ビール 
鍬を立てかけ 籠をおき 
男も女も大きなジョッキをかたむける 

  どこかに美しい街はないか 
  食べられる実をつけた街路樹が 
  どこまでも続き すみれ色した夕暮れは 
  若者のやさしいさざめきで満ち満ちる 

どこかに美しい人と人の力はないか 
同じ時代をともに生きる 
したしさとおかしさと そうして怒りが 
鋭い力となって たちあらわれる 

         （茨木のり子「六月」より）  

 

今の時期の太陽の仰角は７０度を越え、ほぼ頭上にあり、日差しは完全に真夏の装いとなって降

り注ぎます。そして、１日の日照時間も最も長くなります。しかし、その一方、梅雨を迎え、どん

よりと雨雲の立ち込める日々が続きます。巻頭の詩が「六月」と冠している理由がそこにあるような気

がします。この詩からは、閉塞感に包まれる日々であろうと、その向こうで光り輝く太陽を信じること

で、可能性を抱かせてくれる逞しさが満ちてきます。そして、豊かな美しい情景を思い浮かべつつ、同時

代をともにする人と人との絆の大切さを強く心に訴えてきます。未来への力を感じる、希望の詩です。 

 ところで、私たちは一体、誰のため、何のために勉強するのでしょうか。もちろん、自分のため

ではありますが、同時に、「人のために役立つ存在になるため」という発想も忘れてはいけないよ

うに思います。人という字は、２本の棒がお互いに支え合って成り立っています。人間という言葉

は人の間と書きます。自分中心の考え方から一歩踏み出して、「今の自分があるのは、回りの人た

ちの支えのお陰」という感謝の気持ちと謙虚さから出発しなくては、何も始まらないと思います。 

 その意味でも、いよいよ総合的な学習の時間として、環境問題について考え行動する「グリーン・

アース」活動が本格的に始動します。どうぞ温かい目で見守っていただければと思っています。 

６月の行事予定 

 月 火 水 木 金 土 

５/30 31 
全校朝会(ZOOM) 

６/１ 
開校記念日 

２ 
 

３ 
腎臓病検査（二次） 

４ 
読書月間（終） 

５ 
 

６ 
 

７ 
全校朝会(ZOOM) 
何でも相談（～25 日） 

８ 
 

９ 
安全指導 
 

10 
音楽朝会 

11 
 

12 
土曜授業日 

13 14 
全校朝会(ZOOM) 
 

15 
 

16 
避難訓練 
午前授業 
（区研修会のため) 

17 
児童集会 
午前授業 
（校区別協議会のため） 

18 
 

19 
 

20 
 

21 
全校朝会 

22 
体力テスト 

23 
６時間授業 
※15：15下校 

24 
体力テスト予備日 

25 午前授業 
（校内研究会のため) 
※13：05下校 
何でも相談終 

26 
 

27 28 
全校朝会 
水泳指導始 

29 
 

30 
委員会（５校時） 

７/１ 
音楽朝会 
安全指導 

２ 
 

３ 
学校公開 
移動教室説明会 

軽井沢移動教室実地踏査・山崎 



  ６月の学習予定 

◆ 国語： 日常を十七音で／古典の世界（一）   ◆ 音楽： 和音に合わせて旋律をつくろう 

      目的に応じて引用するとき           リズムアンサンブルをしよう 

       みんなが過ごしやすい町へ     ◆ 図工： 切り絵、お役立ちロボット            

                                  ◆ 家庭： ひと針に心をこめて 

◆ 書写： 筆順と字形「成長」              刺し子の鉢巻き制作 

      書くときの速さ          ◆ 体育： 器械運動（鉄棒）／表現「ソーラン節」   

◆ 社会： 未来を支える食料生産             保健：心の健康 

◆ 算数： 小数のわり算／小数の倍      ◆ 道徳： 相互理解／公正、公平／親切／生命の尊さ 

◆ 理科： 生命のつながり[1]（植物の発芽と成長）    ◆ 総合： 「グリーンアース」／軽井沢探検隊                      

       生命のつながり[2]（メダカのたんじょう）  ◆ 外国語： Unit2 When is your birthday? 

 

■社会科「米づくりのさかんな地域」での学習に生かしたい 

 ので、もしも、ご家庭で使い終えたお米の袋がありました 

 ら、ご提供ください。日本各地の産地を調べ、国内の様々 

 な地域でお米が作られていることを学ぶ資料とします。 

 

■総合的な学習の時間の愛称が「グリーンアース」に決定し 

 たことを受け、２８日にシンボルマークの最終コンペ（第２回∞スマイル大賞）を実施しました。そ 

 の結果、右のデザインが圧倒的な支持を集めて選ばれました。作者は２組の 

 大浦夕舞さんと黒井宥妃さんです。同時に、Ｔシャツの色についても投票で、  

 アイスグリーンに決定しました。至急、デザインの仕上げ作業を進めていき 

 ます。並行して、希望サイズを確認する申込書をお配りしますので、ご協力 

 をお願いします。遅くとも６月下旬には着用し始めたいと思っています。 

 

■毎年５年生が運動会（学習発表会）でソーラン節を披露するのが伝統として、

そして、高小の華として定着しています。そこで、今月から踊り自体の練習を開始します。これは、

７月に実施予定の軽井沢移動教室キャンプ・ファイヤーで踊らせたいとの強い思いがあるからです。 

 また、家庭科学習で裁縫を始めました。この学習の最後の作品作りとして、額に巻く鉢巻き装飾用と

して刺し子制作を予定しています。運動会当日、紫の鉢巻を締め、凛々しい姿から繰り出される切れ

味のある踊りが、校庭で躍動するかと思うとわくわくしてきます。ご期待ください。 

 

■２８日（月）の週から水泳指導が始まる予定ですので、そろそろご準備を進めていただくようお願いします。

実施方法や実施の曜日等、詳細については、後日お知らせします。なお、水泳カードに記入漏れがあった時

と水泳帽忘れは、プールに入れませんので、ご注意ください。 

 

■今月は「ふれあい月間」です。ＳＣ （スクール・カウンセラー）による全員面談を各クラス２時間

程度使って実施します。目的は、全員と面接することによって、ＳＣと児童とのつながりを作り、相

談しやすい環境を整備することです。児童が今すぐに悩みを抱えていなくても、いつか必要になった

時に、当たり前に相談できる環境づくりを目指しています。 
 



 


